
（別紙２） 

評 価 基 準 

項目 評価方法 配点 

１ 経営状況及び 
業務実績 

(1) 経営状況（１０点） 

・ 直近２年間の財務指標平均値（小数点第２位以下を四捨五入処理）を次の 
とおり評価 

 優良（５点） 標準（３点） 不足（１点） 

負債比率 １００％未満 １００％以上１８０％未満 １８０％以上 

流動比率 １８０％以上 １２０％以上１８０％未満 １２０％未満 

(2) 業務実績（５点） 

・ 実施要領５(1)キに示す業務実績の件数を次のとおり評価 
３件以上：５点、２件：４点、１件：３点  

１５ 

２ 

業
務
実
施
計
画 

(1)配置予定の 
業務責任者 

ア 業務責任者としての実務経験（1件：令和３年４月１日～プロポーザル公告日）（５点） 

（ア） 対象施設（２点） 
・ 延床面積３，０００㎡以上の施設のうち、２００KVA以上の非常用発電 

設備を有する施設：２点 
・ 延床面積３，０００㎡以上の施設のうち、２００KVA未満の非常用発電 

設備を有する施設：１点 
（イ） 上記の従事年数（３点） 

１年以上２年未満：１点、２年以上３年未満：２点、３年以上：３点 

イ 業務責任者の資質・適性（５点） 

プレゼンテーション及びヒアリングにより、業務責任者のマネジメント力・ 
リーダーシップ力を５段階評価 

１０ 

(2)業務実施体制 ・ 以下の各項目を５段階評価 

ア 本委託の目的及び業務内容を十分に理解しているか。（５点） 

イ 本委託業務が確実に履行できる組織・人員体制が整えられているか。（１０点） 

ウ 本委託において、本社･支店が現場の履行状況を確認して指導監督するほか、
業務従事者の欠員時に迅速な補充を行うなど、現場と連携した組織的なマネジ
メントができるか。（１０点） 

エ 参加事業者において、本委託に活用できる業務マニュアルや、習熟度に応じた 
教育研修制度が整備されているか。（５点） 

３０ 

(3)緊急時対応 ・ 以下の各項目を５段階評価 

ア 本委託において、緊急事態発生時に十分な対応が図れるか。（１０点） 

イ 参加事業者において標準的な対応マニュアルが整備され、これを基に本委託に 
おいて実効性のある非常時訓練計画が提案されているか。（１０点） 

２０ 

(4)施設保全に 
関する提案 

・ 以下の項目を５段階評価 

施設の維持管理において、省エネ化や長寿命化などの観点に基づき、意欲的で 
具体的な提案がなされているか。 

１０ 

３ 提案金額 
・ 提案金額が委託上限額の範囲内であり、経済性が発揮されているか。 

算出方法 ＝ １５点×（提案金額のうちの最低額÷提案金額）（端数切捨） 
１５ 

※ 各審査委員の評価（１００点満点）の合計点が最も高い参加事業者を契約候補者として特定する。 

ただし、合計点が満点の６割に満たない場合は、契約候補者として特定しない。 

 

５段階評価の定義 
区分 基準 点数 

特に優秀 仕様水準に対して特に優れた内容であり、高度な履行能力を有している。 配点×１．０ 

優秀 仕様水準に対して十分な内容であり、十分な履行能力を有している。 配点×０．８ 

標準 仕様水準に対して標準的な内容である。 配点×０．６ 

やや不十分 仕様水準に対して物足りない内容である。 配点×０．４ 

不十分 仕様水準に対して満足できない内容である。 配点×０．２ 

評価不能 提案（又は該当項目）の記載がない、又は無効な内容である。 配点×０．０ 

   


